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ま え が き

政治，経済，社会環境が目まぐるしく変化しているなかで，企業の経営環境

は厳しさを増している．企業の生き残りをかけた提携，合併などが相次いでお

り，これまでのやり方が通用しない政治・経済状況になってきている．さらに

コロナ感染の蔓延が，企業の経営の厳しさに拍車をかけている．一方，このよ

うな環境下でも，好決算を達成している企業もある．これら企業を見ていると，

偶然によらずビジネスを伸ばす経営体質をもっていると考えられる．

日本が生み出した日本的品質管理は，今日，TQM(Total Quality Manage-

ment)として，発展し，普及している．TQM を推進することで，激しい経営

環境下でも勝ち抜ける企業体質を構築していける．好決算を達成している企業

のなかには TQM 活動を通じて，社員の個人の力を組織の力にビルドアップす

ることで数々の課題を克服している企業がある．2020 年以降の新型コロナ感

染蔓延の状況下でも，いち早く対応しアフターコロナを見据えている．

TQM は，トップのリーダーシップ，方針管理，新製品開発，継続的改善，

標準化と日常管理，機能別管理，ICT，人財育成，CSR などから構成されて

いる．これらは時代の変遷とともに，内容を改善・拡大してきている．

本書は，TQM 活動を支える統計的品質管理(Statistical Quality Control)の

基礎的内容をまとめたものである．その構成は以下のとおりである．

第 1 章は，「品質管理の変遷と TQM の展望」として，これまでの日本の品

質管理活動が歴史的にどのように変化してきたかをまとめている．さらにこれ

らを踏まえて，「これからの TQM 活動がどう変化していくか」を予想してい

る．第 2 章は「品質保証と品質管理」として TQM のコアである品質保証に，

品質管理を実施するうえでの考え方や QC 手法と各プロセスの役割について解

説している．第 3 章の「データのとり方とまとめ方」では，データをとる目

的・まとめ方，データを活用する手法として，QC 七つ道具・新 QC 七つ道具

の概要を解説している．第 4 章の「統計的手法の基礎と検定・推定」では，母
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集団とサンプル，確率と分布，検定と推定について解説している．数値データ

による問題解決をするうえで，結果を判定し，改善効果を予測することができ

る．第 5 章の「管理図」では，「管理図の基礎・種類・つくり方・見方・判定

法の実際」「工程に変化があったときの管理図の挙動についてシミュレーショ

ンした結果」について解説している．また，標準化と日常管理における主要な

ツールとして管理図の扱い方を示している．第 6 章の「相関と回帰」では，散

布図と相関係数，単回帰分析を解説している．1 組の目的変数と説明変数の相

関関係を分析し，回帰式による変数間の予測式を求めることで改善効果を予測

できる．第 7 章の「分散分析」では，一元配置実験，二元配置実験，分散分析

を活用するときの注意について解説している．因子と水準の最適な組合せを求

めることで，改善効果を上げることができる．第 8 章の「検査」では，抜取検

査を中心に検査の実施方法，留意点を解説している．第 9 章の「日常管理・方

針管理と QC 手法」では，TQM の両輪である日常管理・方針管理の活用プロ

セスと対応する QC 手法について解説している．

本書は，初学者が品質管理の基礎を学ぶとともに，品質管理の次の段階を学

ぶための方向性を示している．引用・参考文献を参照するとより理解が広まる．

本書は「品質管理の先達の方々が構築してきた考え方，手法，実践のポイン

トを少しでも後世に引き継ぎたい」という思いで執筆した．読者には，この内

容を自分の業務に生かすとともに，後輩たちに品質管理の基礎を継承していた

だきたいと考えている．

最後になるが，終始筆者らの活動をご支援くださった一般財団法人日本科学

技術連盟大阪事務所の山田ひとみ氏と岡田拓治氏，原稿のチェック，アドバイ

スをいただいた松本哲夫氏(ユニチカ㈱顧問)，および出版に当たって常に著者

らを励ましてくださった日科技連出版社の鈴木兄宏氏と田中延志氏に深く感謝

する．
2021 年 10 月
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結論として TQM はベストプラクティスとしてまだまだ発展の余地が大きい

と考えられる．図 1.7を一つのたたき台として，TQM 普及活動推進者は，ア

フターコロナの時代の進路を見通していただきたいと考えている．特にオンラ

イン時代における TQM 普及活動を確立することが望まれる．

1.4.6 経営学の研究とTQM

経営学と TQM の間にも深い関係がある．最近の経営学の研究で，チャール

1.4 TQM の展望 15
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3.2.5 ヒストグラム

⑴ ヒストグラムの概要

製品品質やサービスの質を常に一定値に保つことは困難である．避けること

第⚓章 データのとり方とまとめ方46

改善前のパレート図 改善後のパレート図

1 2 3 4 5

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

10

20

30

40

50

60

A B C D E

1 2 3 4 5 6

0

20

40

60

80

100

0

5

10

15

20

D E A B C

（件）

（件） （％）

（％）

2 5

n＝60

n＝24
9 12

36

図 3.7 パレート図による効果の表し方

1 2 3 4 5

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

500

1000

1500

2000

2500

B D C A

1 2 3 4 5

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0

20

40

60

80

100

120

A B C D

2,835

不良件数のパレート図 損失金額のパレート図

（件） （％） （％）（千円）
n＝134

図 3.8 損失単価が異なるケースのパレート図
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にしたり，既存の工程の場合にはすでに得られた管理用管理図のデータ

を用いることができる．

解析用管理図は管理用管理図を作成するときにも役立つ．解析用管理

図を用いて，管理用管理図の群の取り方や層別の仕方を設計するととも

に管理しようとしている工程が安定状態であるかを調べる．設計が適切

でない管理用管理図や異常原因によるばらつきが含まれているデータを

もとに求められた管理線を採用した管理用管理図を用いては，異常原因

によるばらつきを適切に発見することはできない．

5.1.3 管理用管理図の作成と維持

管理用管理図を作成するときには，はじめに工程の状態を調べる．できるだ

け異常が発生していない連続する 20～30 群程度のデータを用意する．その

データをもとに解析用管理図を作成し，工程が安定状態と認められれば，解析

用管理図の管理線を延長し，管理用管理図に採用する．

日常管理は管理用管理図を用いて行う．なお，サンプルを採取する際には偏

りが生じないように注意し，サンプルの採取方法などを定めておく．得られた

データを管理図に記入し，安定状態の判定を行う．安定状態でないと判定され

た場合には，応急処置を行ったり，異常の原因を追究し再発を防ぐ(詳しくは，

第 9 章参照)．最後に，工程や原材料に変更が生じた場合や一定期間が経過し

た場合などには，管理線を改める．

5.2 管理図の種類

管理しようとする品質特性には，長さや重量などの計量値で得られるものや，

不良品数や欠点数(不適合数)などの計数値で得られるものがある．さらに，管

理しようとする工程のデータのとりやすさや生産数の大小などによって，それ

ぞれの工程における事情はさまざまである．管理しようとする品質特性の特徴

や工程の事情によって多様な管理図が使用されているが，本書では代表的な管

理図について表 5.1にまとめた．なお，各種管理図で用いる係数は群の大きさ

第⚕章 管理図124
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(手順 3) 相関係数を求める．






【例題 6.1】

ある工程では化学製品を製造している．特性値である収率が，製造条

件である添加剤量と相関関係があるかを検討したい．そこで，とにつ

いて，30 組のデータをとったところ，表 6.1のデータを得た．

6.2 散布図と相関係数 151

表 6.1 データ表

No.   No. 

1 6 2036 16 4 2027

2 4 2032 17 6 2036

3 3 2032 18 5 2034

4 4 2032 19 5 2031

5 5 2031 20 4 2029

6 4 2029 21 6 2034

7 6 2037 22 4 2028

8 4 2031 23 3 2027

9 3 2030 24 6 2036

10 5 2029 25 5 2030

11 5 2036 26 4 2028

12 3 2029 27 4 2027

13 6 2035 28 6 2037

14 3 2028 29 5 2036

15 5 2032 30 4 2029
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